
『祥雲閣の由来』

明治時代、荒雄公園の一角に貴賓館として「祥雲閣」が建立されました。

建物を所有していた旧荒雄村の旧家、青沼家から昭和２８年に旧荒雄村

（現大崎市）に寄贈され、市民の文化施設として利用されてきましたが、

昭和３７年４月の宮城県北部地震の被害や老朽化により、やむなく建物を

取り壊しました。

その後、平成２年に国の地域づくり推進事業の認定を受け、公園周辺の

整備とともに新たな伝統文化の普及と研修の場とすることを目的とした

建物の建設が始まり，由緒ある名称「祥雲閣」を継承し，平成６年に

開館しました。

～大崎市祥雲閣 桃の節句～

『ひな茶まつり』を開催します
祥雲閣でひな祭りをお祝いしましょう。

【日時】3月 2日(日)
10：00～15：00

色々なイベントが盛りだくさんの１日。

ぜひお越しください。
大崎市

公式ウェブサイト

詳細はこちら



四季折々の庭園は記念撮影にも最適です。

祭事やイベント等にも利用できます。大崎市祥雲閣へぜひお越しください。

甘酒

「甘酒」は主に米、米麹、酒粕から作られており、日本の伝統的な甘味

飲料です。古くから１年の収穫の感謝と新年の豊作の願いをこめて米で

作った甘酒を奉納してきました。また、清酒の工程と甘酒を作る工程が

似ていたことから、酒蔵で酒造りの手が空く夏の時期に作られるように

なったそうです。

甘酒には血行や代謝を促進するビタ

ミンＢ群が含まれ、身体を温め免疫力

アップを促します。

お茶とお菓子で穏やかな ひとときを

「抹茶」と「煎茶」とともに季節の移ろいに合わせて作られた和菓子をお出しして

います。 椅子とテーブルがある立礼茶室で四季折々の美しい庭園を眺めながら

心を癒すひとときを祥雲閣で過ごしていただければと思います。

期間限定
Instagram詳細はこちらの

二次元コードから
X（旧 Twitter）

カレンダー ※ は休館日です。

＜祥雲閣のご案内＞

交通案内 JR古川駅から徒歩約20分

東北自動車道古川インターから車で約 10分

住 所 大崎市古川福沼一丁目２番２号

開館時間 9：00～17：00（最終入館 16：30）

休 館 日 毎週月曜日 （月曜が祝日の場合はその翌日）

入 館 料 無料

連 絡 先 TEL・FAX 0229‐24‐3385
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